
今月の聖句「いつまでも残るのは信仰と希望と愛、これら３つです。」
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２０２３年度も一ヶ月を残すのみとなりました。この一年で、きっと子どもたちは心身共に大きく成
長したことでしょう。子どもたちにとって、園は社会性を学ぶ場です。自分の思うようにいかなかった
り、かんしゃくを起こしたり、悔し泣きすることもあるでしょうが、その一つひとつの経験が、成長させてくれ
るきっかけになります。
今月の聖句は聖書の中でもよく知られている有名な御言葉です。信仰、希望、愛の三つが

残るが、その中で愛は最後まで、つまり永遠に残る、と語っています。愛と言っても、様々なものが
あります。純愛、敬愛、信愛、割愛、溺愛、偏愛…。その意味合いはみな違います。私たちの愛
は、決して完全なものではありません。愛に夢中になっている時、その愛に酔いしれている時には、こ
んな素晴らしい愛はないと感じる。けれども、時間と共に冷めてしまったり、それが大いなる錯覚であ
ることに気付くことがあるかもしれません。その気付きによって、愛の質が変えられ、成長することに繋
がります。幼子には自分を可愛がって欲しいという利己愛が中心かもしれませんが、経験を通して
辛抱することを覚える愛、控えることも出来る愛を身につけていきます。
そのような経験が子どもたちに豊かに与えられるように、その子どもたちを見守る保育者の先生方

が心豊かに接することができるように、そして、それぞれの家族がどんな時にも逃れの場であることを
願って止みません。 協力牧師 池田基宣

２０２３年度 年主題〈ともにつむぎだす～希望の中で～〉
0･1･2歳児３月主題「おおきくなったね」 3･4･5歳児３月主題 「神さまありがとう」
月のねがい 月のねがい

◎神さま、イエス様を大好きと感じる(0)◎戸外に出て春の訪れを感じる(0) ◎神さまに守られて大きくなったことを喜び、感謝する◎友だちと思いを伝え
◎生活のリズムができあがり、安心して過ごすうち心も満たされる(0)◎い 合うことを喜び、互いの思いやその子らしさを受け止め合って過ごす◎心満た
つも神さまが一緒にいて下さることを感じ、感謝する(1.2)◎日々を喜び、安 される日々を経験し、４月からの新しい生活を待ち望む◎共にいて下さった神
心して過ごし進級することを楽しみに待つ(1.2)◎自分でできることが増え、 さまが、これからも導いて下さることを信じ、希望を持つ◎育まれた信頼関係
友だちとの関係を楽しみながら心身共に元気に過ごす(1.2) を土台に、安心して４月からの生活に歩み出していく

だんだん暖かくなり、お庭には菜の花や桜など咲き始

めました。毎日のように黄色い花を摘んで握りしめ、「き

♡れい！」、「ママにあげるの 」と女の子。鉢をひっくり返し

て、そろそろダンゴムシが目を覚まして出てこないかと

土と睨めっこの男の子。少しずつ春の訪れを待ち望んで

いる子どもたちです。

園庭や体育館では、年中長児は縄跳びブームです。始

めはほとんど跳べなかった子どもも、今では「見てて

ね！」と20回も跳べるようになってきてびっくりでした。

マイ縄跳びを手に、引っかかっても何度も挑戦している姿

がかっこいいです。そんなお兄ちゃん、お姉ちゃんを真似

て２歳児も縄跳びを持って、回してジャンプ！〝跳んでい

る風”を楽しんでます。（笑）

卒園式の歌やお言葉の練習が始まり、年長児と遊べる

のもあと少しだと実感が湧いてきました。今まで行事の

たびに、みんなを引っ張ってきた年長児。遊ぶ時も「いっ

しょに入る？」と声をかけ、優しく手を引いている姿は、み

んなの憧れです。いつもありがとう。めいろうこども園と

さよならしても、ずっとずっと友だちだよ！年長児はもう

すぐ一年生！期待はもちろん不安や心配もあることでし

ょう。親子で通学路を歩いてみたり、学用品を一緒に準備

をしたり、早起きの生活リズムを整えたりと少しずつ心と

体の準備もできるといいですね。

３月は嘔吐下痢や感染症も落ち

着き、健康に過ごせますように！

そして進級や進学を期待し、さらに

楽しい思い出ができたらと思いま

す。あと残りわずかですが、よろし

くお願いします。 大河

退職者のお知らせ

本年度をもちまして、たんぽぽ組担任

の大脇春美保育教諭が退職いたします。

皆様には長い間大変お世話になり、あり

がとうございました。

星とたんぽぽ
金子みすゞ

青いお空のそこふかく、
海の小石のそのように、
夜がくるまでしずんでる、
星のお星はめにみえぬ。
見えぬけれどもあるんだよ、
見えぬけれどもあるんだよ。

ちってすがれたたんぽぽの、
かわらのすきにだァまって、
春のくるまでかくれてる、
つよいその根はめにみえぬ。
見えぬけれどもあるんだよ、
見えぬけれどもあるんだよ。

３月の行事予定

4日（月） ３月誕生会

5日（火） 役員会、監査

6日（水） ※弁当日

9日（土） 卒園式

12日（火） お別れ会･給食ﾊﾞｲｷﾝｸﾞ

18日（月） 修了式 (午前保育)

29（金）,30（土） 年度末休業日

４月の行事予定

9日（火） 始園式
13日（土） 入園式

ｸﾗｽ会(親子で降園)
20日（土） 役員会
27日(土) 親子遠足（※弁当日）

父母の会予算総会
雨天時：市民体育館

※４月は変更及び中止になる場合が
ありますのでご了承下さい。
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３月は年長児が卒園式を迎えます。毎年こども園では 間違ってもだいじょうぶ。お祈りをすると、だいじょうぶっ
卒園記念に聖書が送られます。 ていう気持ちが心の中で大きくなります。
聖書には、小さな字がずらーっと並んでいます。聖書はと

ても長くて、難しいところもあるので、大人でも全部読めな 「ありがとう」が、心を豊かにし、
い人もいます。読んでも、なんのことかわからないところも 「ごめんなさい」が、かたくなになった心を柔らかくし、
ありますが、でも、少しずつ読んでいるうちに、大切な言葉 「だいじょうぶ」が、心の底からなる力となるのです。
や大好きな言葉が見つかるのです。

ひとりひとりは、みんな、
聖書には３つの大切なことが書いてあります。 神さまにすばらしい宝物をい

ただいています。これから先
ひとつ目は『ありがとう』 の新しい世界でも、その宝物
神さま、こんなに素晴らしい世界を作ってくださって、あ がますます輝いていきますよ

りがとう。家族や友だちがいて、ありがとう。たくさん遊べ うにと、お祈りしています。
て、美味しいものを食べられて、ありがとう。イエスさまが、 また、がんばるこころも、
私たちを助けてくれ頑張る力をくださって、ありがとう。 助け合うこころも、信じるこ

ころも与えられている子ども
２つ目は、「ごめんなさい」 たちです。
神さまが大事なことを教えて下さっているのに、わからん 新しい世界で、希望の光を

ちんな時があってごめんなさい。ワガママや暴れん坊さんに 絶やすことなく、大きく大き
なっちゃってごめんなさい。 く成長していくことができる

よう祈っております。ご卒園、
３つ目は「だいじょうぶ」 おめでとうございます 。
神さまがいつも見ていて下さるから、だいじょうぶ。家族

や先生やお友だちがいるから、だいじょうぶ。失敗をしたり、 副園長


